
文化活動部会 

 

Ⅰ．研究の概要 

 

１．研究課題 

「豊かで創造的な文化活動の日常的な教育実践についてどうあるべきか」 

 

 

 

 

２．研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究内容 １】 

地域の素材を生かした教育実践 

地域の人々や環境などとの関わりからつくる

活動の在り方や工夫 

 

ア 地域人材の発掘・活用や地域と連携を図った

教育実践 

イ アイヌ文化に関する研修 

ウ 地域の自然や施設を活用した教育実践 

エ 社会教育との連携を図った教育実践 

 

【研究内容 ２】 

効果的な読書活動のすすめ方 

 子どもたちが読書に親しむ効果的な指導や環

境の工夫 

 

ア 地域ボランティアやＰＴＡと協力した読み

聞かせなどの実践や，読書指導の実践 

イ 調べ学習に役立つ図書館の活用法と実習 

ウ 学校図書館の運営や外部図書館との連携な

ど，豊かな読書環境作りに取り組んだ実践 

 

 

３．研究方法 

（１）交流計画 

   部会便りの配付及びホームページによる情報の伝達をできるだけ行い，研究課題や研究内容の共通理解

を図る。 

      

（２）分科会構成 

第１分科会「地域と教育活動」  

   第２分科会「読書活動」      

   第１分科会、第２分科会ともに，分科会ごとに動画を配信し，部会員は自校にて視聴した。 

 

（３）研究協議会の内容と方法 

   研究協議会では，研究課題や研究内容に沿った講演・実技講習と学校レポート発表による実践交流を行

う計画であったが，今年度もコロナ禍のため，急遽各部会員が自校にて動画を視聴する研修体制をとるこ

とになった。分科会それぞれのテーマにそった情報を部会員へ発信できるよう内容を検討し，第1分科会

は「千歳市立末広小学校のアイヌ文化学習の実践動画」，第２分科会は「江別市立野幌若葉小学校の学校

図書館づくり～学校司書の取り組み動画」を取り上げた。各部会員からの感想を集約し，部会研修を進め

ていくこととした。部会員によるレポートについては，９月時点での集約は見送った、 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

（１）部会役員研修会による研究経過 

５月１０日 第一回部会役員研修会  研究課題及び研究内容の確認について 

６月２５日 第二回部会役員研修会  研究協議の内容について 

                  部会だよりの発行に向けての打ち合わせ 

７月１６日 第三回部会役員研修会  部会だより発送作業 

７月３０日 第四回部会役員研修会  学校図書館について取材・動画作成～野幌若葉小学校にて 

８月２６日 第五回部会役員研修会  研究協議会自校研修に向けた情報発信と意見集約について（リモート） 

１１月～   第六回部会役員研修会  部会活動の成果と課題，次年度へ向けての検討 

 

（２）部会役員研修会での研究成果 

   今年度は，５月～８月まで計４回の役員研修会とメールによる役員のやりとりの中で，コロナ禍での部会運営や

部会内容に関わる情報発信について協議した。昨年度に引き続き通常とは異なる対応が求められる中，これまで積

み上げてきた経験や活動を生かしながら，部会員の実践を支援する情報発信へ向けた準備を進めた。内容に関わっ

ては，昨年度の反省や部会員のニーズについて検討し，役員の意見を取り入れながら計画を立てた。各分科会の担

当を分担することで分業され，慣れないリモート会議にも対応しながら，業務を進めることができた。 

   役員研修会では，研究の視点を確認し合う中で，コロナ禍にあっても実践の歩みを止めない工夫について検討を

重ねた。夏休み明けに研究協議会が自校での研修体制となったことを受け，これまでの成果をふまえて，部会員の

実践を支援する動画を配信しようと決め，その方法を急遽検討することになった。役員だけでは対応しきれず，役

員の勤務校の同僚の方々の力もお借りしながら，短期間でなんとか動画配信の準備を進めることができた。第１分

科会では，「千歳市立末広小学校のアイヌ文化学習の実践動画」（アイヌ民族文化財団ホームページより）を，第

２分科会では，夏季休業中に講師の方の協力を得て作成していた「江別市立野幌若葉小学校の学校図書館づくり～

学校司書の取り組み動画」をYou Tube配信することができた。今回の動画配信にご協力いただいた方々に，深く感

謝申し上げたい。 

また，次年度以降の実技講習会や講演の方向性は，これまでの経緯や反省，部会員からの声を拾い上げて，ある

程度前年度のうちに明らかにしておく必要がある。講師の選定については，できるだけ早い段階で探して依頼せね

ばならず，外部機関の活用と合わせて検討していきたい。 

 

２．課題部会内での交流 

（１） 課題部会内での交流内容 

➀第１分科会～地域と文化活動 「アイヌ民族文化財団と千歳市立末広小学校によるアイヌ文化学習の実践」の

動画視聴 （アイヌ民族文化財団 HP YouTube 動画約２０分） 

  例年，第１分科会では，アイヌ文化に関わる体験的な活動を取り入れてきた。過去には，ムックリ制作体験や，

木彫りによるコースター作り，アイヌ料理作り等を行ってきた。今年度は，アイヌ文化振興研究推進機構アドバ

イザーの門脇こずえ氏を招いての『アイヌ文様体験（刺繍＆切り絵）』を行う予定であった。 

  部会員も楽しみにしていた実技講習であったが，残念ながらコロナの影響で中止となってしまった。 

  そこで，今年度は，アイヌ民族文化財団のホームページに掲載されている「アイヌ民族文化財団と千歳市立末

広小学校によるアイヌ文化学習の実践」の動画を視聴してもらい，アンケート集約を行った。 



  動画の中では，末広小学校でホリッパ（輪踊り）を全校で行っている様子や，講師の方とともにサケ漁や皮剥

ぎ体験を行う様子が紹介されていた。末広小学校では，アイヌ文化学習が教育課程に組み込まれており，学年ご

とに系統立った指導が行われている。地域に根付いた学習がされており，また，サケ漁は生きたサケをマレクで

捕まえるところから指導されている。アイヌの世界観を学ぶ上でも意義深いものであった。 

 

②成果と課題 

末広小学校では，アイヌ文化学習が教育課程に組み込まれており，系統立てられた指導が実践されている。動画 

の中で佐々木教諭も言われていたが，「先生が変わったらストップする」のでは，継続された実践とならない。そ

ういった意味でも，単年で終わらずに実践している末広小学校の実践は参考になったとの意見が多かった。どの教

科のどの単元で行うか，継続的に系統立てて指導していくことの意義について，部会としてこれからも考えていき

たい。 

 しかし，興味深い実践である一方で，限られた時数・時間，コロナ禍で制限のある中での実践には不安の声も聞 

かれた。「教材研究するゆとりがない」，「誤った考えや知識を子どもたちに伝えてしまっていないか不安に思う」，

「アイヌ文化を教えるにあたり，正確に伝えることができるのか不安。また，指導する教材が身近にあるのか，用

意できるのか不安だ」といった声がアンケートに寄せられた。また，講師になる方の高齢化等で，人材不足にも心

配の声が上がっている。文化活動部会ホームページでは，アイヌ文化学習で活用できる書籍・動画・リンク等の紹

介や，地域素材や人材リストを紹介しているので，ぜひ広く活用してほしい。合わせて，アイヌ民族文化財団ホー

ムページから講師派遣の依頼が可能であり，希望する内容に合わせて，近くにお住まいの方を紹介してもらえる。

材料費は学校負担だが、講師派遣は無償で依頼することができる。こうした情報の発信と共有にも，部会として力

を入れていきたい。 

これまで第１分科会として，体験的・実践的な活動を取り入れた研究協議会や，部会員が積み上げてきた実践の

レポート交流を行ってきた。今年度は，部会員同士の交流の場を設けることができなかったことは残念であるが，

次年以降に向けて，実践を継続していく方策を検討していきたい。 

 

 

③第２分科会～読書活動  「講演『学校図書館活動の今！』（動画視聴） 講師：吉田 智恵美 氏 《江別市立野

幌若葉小学校巡回司書（江別市情報図書館》）（部会自作 DVD約３０分） 

 石狩管内では市町村によって学校司書が配置されていたりいなかったりし，学習支援環境に大きな差がある。そ

こで，子どもたちの学びを支える学校図書館について考え，研修を深めるため，江別市立野幌若葉小学校で巡回司

書として活躍する吉田智恵美氏に講師を依頼し，これまでの取組について紹介していただくこととにした。協議会

に向けては，コロナ禍が続いていることを考慮し，夏休み中に野幌若葉小学校の協力を得て動画を撮影して準備し

た。 

 江別市では，「子どものための読書環境整備事業」の一つとして学校図書館へ巡

回司書を派遣し，支援している。吉田氏は３名いる巡回司書のうちの一人で，野

幌若葉小学校には今年度４月～１０月の秋休み前までの期間，中学校と掛け持ち

で勤務されている。今回は，２０１９年度と今年度の取組の成果を報告していた

だいた。 



現在９１５０冊の蔵書を有する野幌若葉小学校では，書架の増設に伴い，館

内をリニューアルし，より子どもたちが使いやすいようにと細やかな配慮がな

されていた。「低学年の子が手にとりやすいような配架に」，「人気シリーズはカ

ウンターそばに」，「図鑑やポプラディアは，調べ学習で活用しやすいようにテ

ーブル側に」と，野幌若葉小の子どもたちのことを第一に考えた工夫が次々と

紹介されていく。「えべチュン」の入った書架のサインや管内の掲示物には温

かみがあふれ，とても参考になったという部会員からの感想も複数寄せられ

た。また，郷土資料を集めた「北海道・江別市」や，「戦争・平和」，「教科書に

のっている本」の書架を設けていることにも注目したい。教科書にのっている

本については，リストを色分けして作成し，子どもや先生方が本を探しやすい

工夫もされていた。また，低学年の子でも手にとりやすいように，下の方の棚

をうまく活用しているという吉田氏の説明はとても説得力があった。NDC の

みにこだわらず，どの子にとっても活用しやすいように考えた配架や，本の背

を棚の前にそろえる工夫や，落ちないように作成された分類サインには，すぐ

にでもまねしたいヒントがたくさんあった。 

日々の学校図書館利用にあたり，コロナ対策としては，換気に努めること，

閲覧テーブル上に仕切りを置いていること，カウンターの混雑をさけるために返却ボックスを設置していることや

立ち位置を足形で表示していることなど，具体的な取組が映像からよくわかった。 

選書の支援では，学校の教育課程に基づき，できるだけ学習に必要な資料がそろうよう優先されているそうだ。

学校司書が学年の教育活動をふまえ，蔵書全体のバランスも考慮しながら選書の相談にのっていただけるのは，と

てもありがたく心強いことである。 

本の修理についても，専用の道具の紹介や，「本を直す」から「こわ

れない工夫をする」という具体的な方法まで細やかに説明していただい

た。「手間をかける本か，テープで直す本か，本の使われ方で判断する

と良い」という吉田氏の解説が印象的であった。本の手入れについては，

本の表紙をメラミンスポンジで拭くのがおすすだそうだ。ぜひ覚えてお

きたい図書館豆知識である。 

利用指導では，本の分類番号を見て子どもたちが本を貸し出し返却ができるように

なるために，ゲーム的要素を取り入れた楽しい指導をしていることを紹介してくださ

った。学年の発達段階に応じた利用指導が，日々の図書館利用に結びつくことをあら

ためて感じた部会員も多くいたようである。 

 学校司書として，ビブリオバトルやブックトークの支援をすることがあり，その際

活用できる「集団読書テキスト」の紹介もしていただいた。１０分程度で読み切れる

テキストで，みんなで同じ本を読むことで子ども同士の対話が生まれる楽しさを味わ

える効果を実感したそうである。 



吉田氏は最後に，「子どもが主役の学校図書館であってほしいと願っています。学校司書の仕事は，一人でできる

仕事ではなかったなと思っています。みんなでつくっていく学校図書館なのだと実感しています。」とメッセージを

届けてくださった。このメッセージを部会員みんなで受け止めつつ，これからの読書活動の研修につなげていきた

いと思う。 

 当初協議会開催時に配付を予定していた豆本については，作り方をホームページ上

で紹介し，緊急事態宣言解除後に部会員へ配付することとした。また，例年作成して

いる「わたしの一冊」ブックリストについても，部会員からの情報を集めて作成し，

子どもたちと共に楽しむ本の世界の魅力を部会員へ発信していく。選書の参考に活用

してほしい。 

 

④成果と課題 

   学校司書の方の仕事を取り上げるのは今回が部会として初めてで，学校図書館の整備についてみんなで考える良

い機会となった。映像で紹介できたことで，具体的な工夫がよくわかり，部会員には大変好評であった。利用指導

のヒントや，配架の工夫，修理の方法など，あらためて知りたいことが盛り込まれており，学校図書館業務の奥深

さを知ることができたのが大きな成果である。しかし，今回は部会員が自校で動画を視聴する研修となったため，

当初予定していた意見交流の機会を持つことがかなわなかった。 

学校司書の配置が市町村によって異なり，教育活動に差が生じている現状や，読書活動の充実に向けた取組の工

夫，学校図書館の活用と情報教育との関わりについて等，広く部会員で意見を交わし検討していくことが今後の課

題として残った。 

 

 

Ⅲ．部会研究の成果と課題 

 

１．成果 

今年度も引き続き感染症対策を考慮し，３年次研究の３年目として研究を進めていくこととなった。これまでの部

会研究で積み上げてきたことをもとに研究内容を精査・検討し，今年度は動画を視聴することにした。第１，第２い

ずれの部会の動画も，「自分の学校だったら、何ができるか。何が必要か。」と課題意識を持って部会員それぞれが視

聴できた内容であった。具体的な実践の姿を紹介した動画を部会員みんなで共有し，あらためて自校での実践につい

て考えを深めたことは，部会員の大きな学びや支えとなるにちがいない。 

「地域と教育活動」について研究する第１分科会では，アイヌ民族文化財団のホームページに掲載されている「ア

イヌ民族文化財団と千歳市立末広小学校によるアイヌ文化学習の実践」の動画を視聴してもらい，実践しているアイ

ヌ学習内容や実践してみたい内容についてのアンケート集約を行った。実践したい内容を見ると，「ホリッパ」「アイ

ヌ料理」「アイヌ文様刺繍」に興味を持った方が多く，今後の部会活動の計画に盛り込んでいけるよう検討していきた

い。 

「読書活動」について研究する第２分科会では，コロナ禍の影響を受けながらも，工夫しながら学校図書館の環境

整備と利用の活性化に取り組む江別市立野幌若葉小学校の取組について，巡回司書の吉田智恵美氏に紹介いただいた。 

部会員からのアンケートには，自分の学校で取り入れてみたいことや，司書の果たす役割の重要性についての感想が

多く寄せられた。協議会の中で部会員同士の交流ができなかったため，アンケートに寄せられた声をできるだけその

ままホームページにアップして紹介することに努めた。次年度以降の研修課題として，学校図書館の環境整備につい

ても引き続き取り上げていきたい。 



また，研究協議会ではおすすめの本を１冊持参してもらい，自己紹介で活用してもらう予定だった。例年その「わ

たしの一冊」は，新旧取り混ぜたブックリストとして多くの先生方に活用してもらっている。今年度も約７０冊の情

報が寄せられた。ブックリストを作成し，配付を予定している。学校図書館が思うように活用できなかったり、図書

ボランティア（読み聞かせサークル・整備作業）の方々との協働も難しかったりするもどかしさを抱えた中だが，子

どもたちと共に楽しむ本の世界の魅力を部会員と共有していきたい。 

 

  

２．課題 

今年度は，部会員が一堂に会しての協議会とならなかったため，一方通行の情報発信にとどまった感が残ったこと

は否めない。部会員が複数いる学校では，動画配信の後，自校の取組やこれからの課題について交流できたところも

あると聞くが，それができなかった部会員にとっては，あらたな気づきを深めることは難しかったであろう。部会員

が同じ場所に集う中で，疑問に感じたことを誰かにたずねたり，感想を伝え合ったりすることを通して，研修は深ま

っていくことをあらためて強く感じた。今後もリモートでの研修体制となることもあるだろうが，リモートでできる

内容の取捨選択を考えていくのは，なかなかの難題であることもわかった。開催方法の手立て（動画配信の方法も含

む）について，十分な時間をかけて検討していくことも必要だ。 

文化活動部会では，これからも部会員が積み上げてきた実践を互いに学ぶ合うことを軸に，体験的・実践的な活動

を取り入れた研究協議会を企画していきたいと考える。管内における特色ある取組を交流していくことは，大変意義

深い。今年度もコロナ禍のため，部会員が一同に会し持ち寄ったレポートについて話し合う研究協議会の形式をとる

ことがかなわなかったのが非常に残念である。それぞれの学校ごとに特色ある取組がなされている。それを分科会ご

とだけでなく，部会全体に環流できるよう，部会員が作成したレポートをどのように活用していくかが課題である。

また，分科会ごとに交流した内容を紹介し，実践できるようにしていくことも大切である。そのための方法について，

部会ホームページや部会便りを積極的に活用していきたい。 

                                        （文責 飯坂 直子） 


